
                             令和０７部会発第５号 
団体代表 各位                       令和７年５月１３日 

 
                             東京都剣道連盟杖道部会 

会 長 釣 賀 敏 郎 
 

杖道３級～１級審査会開催について 
 
１．日  時： 令和７年６月１５日（日）１１時３０分 

（１０時４５分より１１時まで受付 時間厳守のこと遅刻は認めません） 
２．場  所： 国士館大学 MCH（メイプルセンチュリーホール）アリーナ 
３．審査内容： 

「３級」： 全剣連杖道、杖の礼法、姿勢、構え方、基本の単独動作３本。 
「２級」： 全剣連杖道、太刀の礼法、持ち方、構え方、構えの解き方、基本の単独動作３本。 
「１級」： 基本１本目 ～ ３本目まで（単独動作） 
 制定形１本目 ～ ３本目（受審者同士で組合せ）仕打交代して３本 

４．受審資格： 東京都剣道連盟杖道部会会員であること（令和７年度年会費納入済であること） 
１級は小学６年生になれば受験資格があり、１級取得３ケ月後１３歳以上は初段受験

資格がある。従って１３歳以上は３級、２級取得は不要となる。 
５．服装： ３級、２級：剣道着、袴着又は、運動出来る服装、   

１級：剣道着、袴着用 
６．申し込み： 受審申請を各団体で取り纏め、審査料一人 ３級：５００円、２級：１，０００円、 
  １級：２，５００円 を部会郵便口座に振り込みのこと 
 締切 ５月３０日（金） 
 尚、申込み締切後の受審キャンセルは、欠席扱いとし、受審料は返却しないので

了承の程お願い致します。 
８．登録料： ３級： ５００円、  ２級： １，０００円、 １級： １，５００円 
 登録料は合格発表後にすみやかに受付にてお支払いください。 
  

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



杖道３級、２級審査実施要領 ○印：立会の号令、＊印：（受審者の動作、立会が適時補助する） 

１．杖道３級審査実施要領 

ア）杖の礼法、構え方の審査 

＊：（杖を右手に持ち「常の構え」で、審査開始位置まで進む、立会は誘導する） 

○：「正面に礼」   ＊：（３０度の礼をし、常の構えに戻る） 

○：「相互に礼」   ＊：（１５度の礼をし、常の構えに戻る） 

○：「本手に構え」  ＊：（右足を出して本手に構える） 

○：「もとえ」「元の位置」 ＊：（左足を右足に揃えて常の構えになり、左足から一歩もどる） 

○：「逆手に構え」  ＊：（右足を出して逆手に構える） 

○：「もとえ」「元の位置」 ＊：（本手に持ち替え、左足を右足に揃えて常の構えになり、左足から

一歩もどる） 

○：「引落に構え」  ＊：（左足を出して引落に構える） 

○：「もとえ」「元の位置」 ＊：（右手を持ち替え、右足を左足に揃えて常の構えになり、左足から

一歩もどる） 

イ）基本の単独動作３本（２級受審者と同時実施。２級審査実施要領の基本単独動作と同じ） 

２．杖道２級審査実施要領 

ア）太刀の礼法、持ち方、構え方 

＊：（右手提刀姿勢で、審査開始位置まで進む。立会は誘導する） 

○：「正面に礼」   ＊：（３０度の礼をする） 

○：「相互に礼」   ＊：（１５度の礼をして、太刀を左手に持ちかえて携刀姿勢となる） 

○：「中段に構え」  ＊：（右足を出し、中段に構える) 

○：「諸手左上段に構え」 ＊：（中段の構えから、左足を出して、諸手左上段に構える） 

○：「もとえ」    ＊：（諸手左上段から、左足を引いて、中段の構えになる） 

○：「八相に構え」  ＊：（中段の構えから、左足を出して、八相に構える） 

○：「もとえ」    ＊：（八相の構えから、左足を引いて、中段の構えになる） 

○：「構えを解け」  ＊：（自然に柄を握ったまま手首を返し、剣先が膝から３～６センチ下で、

体からわずかに離れた右斜め下にする） 

○：「太刀は納め」  ＊：（携刀姿勢になり、足を揃える） 

○：「相互に、礼」 ＊：（“相互に”で右手に持ちかえ提刀となり、“礼”で１５度の礼をする） 

○：「下がって、杖に持ち替える」 

＊：（下がって杖に持ち替える。再び開始位置に進む） 

イ）基本の単独動作３本（３級と同じ基本単独動作。３級受審者と同時実施） 

○：「本手に構え」「本手打用意」「始め」 ＊：（基本単独本手打を４回行う） 

○：「止め」「もとえ」「元の位置」 ＊：（常の構えになり、前を見たまま元の位置に戻る） 

○：「逆手に構え」「逆手打用意」「始め」 ＊：（基本単独逆手打を４回行う） 

○：「止め」「もとえ」「元の位置」 ＊：（常の構えになり、前を見たまま元の位置に戻る） 

○：「引落に構え」「引落打」「始め」   ＊：（基本単独引落打を４回行う） 

○：「止め」「もとえ」「元の位置」 ＊：（常の構えになり、前を見たまま元の位置に戻る） 

○：「退場」        ＊：（２，３歩前向きのまま下がり、右回りに回り退場する） 

以上 


